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 要  旨 
 
近年、無線通信技術の著しい発展、並びに無線機器の廉価化により無線通信は我々にとってよ
り身近な技術となってきている。しかしながら、従来の無線通信は 有線 Networkと無線端末の間
の Last 1 hop のみに用いられているだけであり、無線の優位点であるネットワーク設備の敷設や
ネットワーク設定の容易性を十分に活かせないままである。そのため、ネットワークの有効な利
用のためより一層の応用研究が望まれている。 
無線通信の応用形態の一つとして、現在盛んに研究されている無線マルチホップ通信があげら
れる。無線マルチホップ通信とは、直接通信ができない無線端末間でデータをやりとりするため
に、ネットワークに参加しているノードがデータを転送することで間接的に通信を可能とするも
のである。この通信形態は具体的には無線アドホックネットワークや無線センサーネットワーク、
無線メッシュネットワークや無線ディストリビューションシステムである。しかしながらこの技
術の根幹となる無線マルチホップ通信には多くの課題が存在し、課題を克服するために多くの研
究が行われている。 
 本研究室では、IEEE802.11 無線 LAN を用いた無線マルチホップネットワークにおいて、各無
線端末が複数チャネル並びに複数無線インタフェースを装備・利用することによる TCP通信性能
向上を行っている。具体的には、特に TCP通信に着目し、その性能を向上させるための最適なチ
ャネル割当についての検討を行い、その結果を基に Path Based Assignmentの提案を行っている。
しかしながら Path Based Assignmentはルーチングにおいてフローが集中してしまい、特定のノー
ドの通信性能が極端に低下してしまうという問題が生じている。 
 そこで本研究では、Path Based Assignmentにおいてのルーチングを改善し、フローを分散させ
ることによって、各ノードでのフロー数を均一化することで、特定ノード、そして全体としての
通信性能の向上を行っている。 
  
 
